
第３学年 第１分野（７）科学変化と人間 福島県小中学校 理科ペディア

（１） はじめに

生徒は、中学３年生の「運動とエネルギー」の単元で、エネルギーの変換と保存につ

いて学習します。それを基に「科学変化と人間」の単元では、エネルギーの変換効率の

向上について学習します。生徒はこれまでの学習でエネルギーに対する基礎的な概念を

形成しており、紹介する実験はその基礎的な概念を活用する場面として設定しています。

エネルギーの変換効率の向上はエネルギーを有効活用するために必要であり、持続可能

な社会の実現につながります。生徒自身が実験を通してエネルギーについて深く学べる

機会にしたいと思い、授業を展開しました。

(２) 課題について

生徒に実験を通してエネルギーに対する基礎的な概念を活用させ、問題解決に主体的

に取り組ませるためには、課題設定の工夫が重要です。生徒一人一人がその課題を身近

なものとして捉え、主体的に解決したいと思うような課題を設定し提示することで、生

徒はより意欲的に学習に臨むことができます。そこで、本時では前時の実験を通して、

変換効率が１００％にならないことを学習させた上で、「家電メーカーの開発者として、

省エネをコンセプトにした電気ポットを開発する」という「Mission」を提示しました。

生徒は前時の実験から、この「Mission」を解決するためには、エネルギーの変換効率を

１００％に近づけることが必要だと気づきます。そこで本時の課題である「どのような

工夫をすれば、エネルギーの変換効率が１００％に近づくだろうか。」という問いを生

徒から引き出すよう工夫しました。

(３) 授業の実際

本単元は、総時数３時間で計画しました。１時間目はプラスチックのコップを用いて、

エネルギーの変換効率を求める実験を行い、変換効率の求め方や、実験の操作技能を習

得しました。２時間目には前時の実験をもとに、生徒が設定した課題について、予想を

立てたり、実験計画を立てたりしました。３時間目には班ごとに実験を行い、結果を発

表し、その結果をもとに考察しました。１時間目に予備実験を行わせることで、生徒は

２時間目に設定した課題のイメージをつかみ、課題解決に向けた予想や仮説を立てる活

動をスムーズに行うことができました。２時間目では水をあたためる容器の形状や素材、

電熱線のワット数や水の質量など変えられる条件をいくつも挙げ、多種多様な意見を出

していました。３時間目では、班ごとに自分たちの考えをもとにした実験を行い、どん

なポットがよいか活発に話し合いを行いました。断熱容器の性質に気付かせるために、

加熱中の温度変化だけでなく、加熱後の温度変化も測定させてみました。

エネルギー変換効率を調べる実験
＜理科学習指導プランP42・43参照＞



(４) 授業のポイント

本授業でおいて教師が生徒に実践させたいことは、次の３つです。

① 既習事項を振り返り、活用すること。

② 主体的に話し合い、考えを深め合うこと。

③ 科学の有用性に気づくこと。

１時間目の授業では、実験を通して力学的エネルギーだけでなく、全てのエネルギー

において、エネルギーの損失があるため、エネルギーの保存は成り立たないことに気づ

かせます。２時間目の授業につながるよう、なぜエネルギーが損失するのかも考えさせ

ておくとよいでしょう。また、ここではエネルギーの変換効率の計算技能の習得も重要

です。変換効率を求める有用性も確認しましょう。単元計画を立てるときから、系統性

を十分に研究し、つながりのある授業をすることが生徒の知識や技能の定着につながり

ます。

２時間目の授業では予想を立てさせる場面に十分時間をかけました。既習事項をもと

に仮説を組み立てているか、条件制御がきちんとなされているか、実験計画は実現可能

かどうかなど机間支援の中で確認しました。教師からアドバイスするだけでなく、問題

点を生徒に問いかけ、生徒同士の話し合いを大切にしましょう。また、班対抗のような

競争ではなく、協力して知恵を出し合いより良いものを作り出そうとする姿勢も伸ばし

たいものです。

３時間目の授業では、各班からの考察をもとに全体で結論をまとめていきました。時

間を十分に確保して生徒主体で結論に向かっていくことが大切です。生徒一人一人が充

実感、満足感を得られるようそれぞれの意見を尊重し合う話し合い活動になるよう支援

しました。既習事項をもとに生徒が主体的に問題解決することが、科学の有用性に気づ

くことにつながります。
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